
6/16/24                  ｢重荷を負い合う神の家族③｣                ガラテヤ 6:1-5 
  
テーマ：兄弟姉妹の罪に対してどのように私たちは応答するべきなのか？ 
 
●ディオグネトスへの⼿紙： 
｢クリスチャンは、国籍、⾔語、習慣のどれをとっても他の⼈々と区別がつかない。彼らは独⾃の都市に住んでいるわけ
でもなければ、奇妙な⽅⾔を話すのでも、⾵変わりな暮らしを守っているのでもない。彼らの教えは、⼈の好奇⼼に触発
された空想に基づくものでもない。服装、⾷事、⽣活様式全般についても、住んでいる都市がギリシャであろうとそれ以
外であろうと、その地の習慣に従っている。それにもかかわらず、彼らの⽣活には何か特別なものがある。彼らは⾃分の
国に住みながらも、まるで通り過ぎるだけかのように⽣きている。市⺠としての役割を果たしながらも、外国⼈のような
不⾃由さを受けて働いている。あらゆる国が彼らの⺟国となりうるが、それがどこであろうと、彼らにとっては外国でも
ある。他の⼈々と同じように結婚し、⼦供を持つが、彼らをさらすようなことはしない。⾁体の中に⽣きているが、⾁体
の欲望に⽀配されることはない。地上で⽇々を過ごしているが、天国⺠である。クリスチャンは全ての⼈を愛している
が、全ての⼈々から迫害される。貧しさの中に⽣きていながら、多くの⼈々を豊かにし、何も持たずとも、全てを溢れん
ばかりに持っているのだ。…｣ 
 
※ヨハネ 13:34-35 
｢あなたがたに新しい戒めを与えましょう。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも
互いに愛し合いなさい。もし互いの間に愛があるなら、それによってあなたがたがわたしの弟⼦であることを、すべての
⼈が認めるのです。｣ 
 
○兄弟姉妹の罪に対する正しい応答：⼗個の要素 

1. 同じ神の家族に属する者であると覚えること(1a)   4．正しい状態への回復を追い求めること(1d) 
2．憐れみをもって罪を取り扱うこと(1b)   5．柔和な⼼をいつも働かせること(1e) 
3．御霊に満たされて兄弟に向き合うこと(1c)   

  
 

6. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に細⼼の注意を払うこと(1f) 
 
▶｢⾃分⾃⾝も｣ 
｢⾃分⾃⾝を顧みなさい。使徒が複数形から単数形へと変えているのは、理由がないわけではありません。使徒は⼀⼈⼀
⼈に語りかけ、⾃分⾃⾝を注意深く⾒つめるように促すことで、その戒めに重みを持たせているのです。『他者を戒める
務めを担っている者は誰であれ、まず⼰を顧みよ。』｣(ジャン･カルヴァン) 
 
 
 
 
 
▶｢気をつけなさい｣(ギリシャ語：“スコペオ”＝｢         ｣) 
※ローマ 16:17 
｢兄弟たち。私はあなたがたに願います。あなたがたの学んだ教えにそむいて、分裂とつまずきを引き起こす⼈たちを警
戒してください。…｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 



※マタイ 7:3-5 
｢また、なぜあなたは、兄弟の⽬の中のちりに⽬をつけるが、⾃分の⽬の中の梁には気がつかないのですか。兄弟に向か
って、『あなたの⽬のちりを取らせてください』などとどうして⾔うのですか。⾒なさい、⾃分の⽬には梁があるではあ
りませんか。偽善者よ。まず⾃分の⽬から梁を取りのけなさい。そうすれば、はっきり⾒えて、兄弟の⽬からも、ちりを
取り除くことができます。｣ 
 
 
 
｢他の⼈が罪を犯したからといって、その罪をやり⽟に挙げて、挑発したり、落胆させたりするのではありません。罪に
陥った者を回復させる⼈は、⾃分の過ちや罪への陥りやすさを覚えているからこそ、謙虚であり続けます。⾃分⾃⾝も誘
惑を受け、それに負けるかもしれないと認めているのです。今⽇、罪を犯した者を回復させたとしても、明⽇には⾃分が
回復させられる必要があるかもしれません。⾃分⾃⾝の過ちを認識することで、信仰者は勝利主義や傲慢さを避けること
ができるのです。｣(トーマス･シュレイナー) 
 
 
 
7. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿重荷を負い合うこと(2) 

 
 
1) ＿＿＿＿＿＿は現実の問題として存在する 
▶｢重荷｣ 
 
※マタイ 20:12 
｢…私たちは⼀⽇中、労苦と焼けるような暑さを⾟抱したのです。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) ＿＿＿＿＿＿は互いに負い合うことができる 
▶｢負い合う｣ 
 
※1コリント 12:25-26 
｢それは、からだの中に分裂がなく、各部分が互いにいたわり合うためです。もし⼀つの部分が苦しめば、すべての部分
がともに苦しみ、もし⼀つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶのです。｣ 
 
 
 


